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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
木下義隆

丸一運輸は創業の1972年以来、お客様の様々なご要望にお応えして
最適な物流サービスをご提案して参りました。
丸一運輸の「丸」は、すべてのものは繋がっているという「円」に由来します。
時代が変化し、さまざまなサービスが求められる中でも
多彩な事業や取り組みで地域を繋げ、
信頼性、安全性、多様性のある「まるい」サービスで
地域の企業活動を応援します。

2035年の売上100億円達成に向け、震災復興事業をはじめ、能登
地区の生活を守るための物流網維持に向けて能登の物流基地の増
設を行う。

〇本社所在地：石川県七尾市矢田町２－１

〇事業概要：一般貨物自動車運送業

倉庫業

自動車整備業

〇常時使用する従業員：10８名

（2025年11月時点）

〇現在の売上高：11億円

（ 2025年2月期）

〇法人番号：6220001015523

〇Web：https://www.maruichi-gp.co.jp/unyu/

丸一運輸株式会社（一般貨物自動車運送業）

事業所や製品の写真等

経営者
写真

・売上がトラックドライバー数の確保に依存するため、これからの脱
却に向け新しいスタイルを考えなければならない。
・ドライバー不足ながらも輸送業者が飽和状態で存在し安価な運賃や
過酷な付帯作業の請負等での競争が未だに継続している。
・能登地区の道路網の復興が最優先課題だが、逆に所在地を活かし物
流網の構築を推進したい。

・能登半島地震復興事業に関する保管、輸送への参入。
・採算性が低下している能登地区の輸送網維持を目的に物流
倉庫の増設を行い貨物の集約と一括輸送を推進。
・同業種のM&Aを推進。
・ドライバー数に左右されない物流形態の構築を目指す。
・他業種への参入も積極的に行う。

・物流倉庫の増設を行い、能登地区の物流拠点を目指しプロジェクト
チームを立ち上げる。
・増設後に物流倉庫の稼働率１００％を目標、全国と能登地区の中継
点となる事を目指す。
・保管管理、仕分け、発送までを手掛ける。
・与えられた業務に沿った人材育成を行いスペシャリスト集団を目指
す。
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